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去
る
、
二
月
二
十
日
県
板
三
Ｆ

に
於
い
て
第
三
回
目
の
委
員
会
を

開
催
し
た
。
出
席
者
十
四
名
・
欠

席
一
名
に
よ
り
審
議
に
は
い
っ
た
。

先
ず
県
板
共
済
の
中
途
加
入
者
の

経
過
報
告
を
踏
ま
え
、
未
手
続
き

事
業
所
が
九
件
あ
り
、
早
急
な
対

応
が
求
め
ら
れ
よ
う
、
結
果
と
し

て
手
続
き
完
了
事
業
所
は
二
八
件

と
な
り
、
加
入
促
進
の
結
果
と
し

て
三
七
事
業
所
と
な
っ
た
。
更
に

希
望
と
し
て
は
組
合
を
構
成
す
る
、

各
々
の
委
員
会
に
所
属
し
て
い
る
、

委
員
の
未
加
入
者
が
二
四
名
も
存

在
し
、
こ
れ
ら
の
方
々
に
も
積
極

的
に
率
先
し
て
、
加
入
勧
奨
に
協

力
を
願
い
た
い
、
未
だ
に
組
合
員

の
中
で
四
百
五
十
人
の
未
加
入
者

が
存
在
し
、
委
員
一
同
が
説
得
に

余
念
が
な
い
状
況
に
あ
り
、
尚
一

層
の
ご
理
解
を
賜
り
た
い
。

☆
審
議
事
項

一
、
共
済
保
険
へ
の
更
な
る
加

入
勧
奨
の
推
進
活
動
を
促
す
。

導縛‘.F･摂僻･鐸繰

ｕ
年
度
第
３
回
の
保
証
委
員
会

が
３
月
ｎ
日
午
後
３
時
よ
り
県
板

会
議
室
に
て
開
か
れ
８
名
の
委
員

が
出
席
し
た
。

大
友
委
員
長
と
斉
藤
副
理
事
長

が
挨
拶
し
た
後
議
事
に
入
り
、
次

の
議
題
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ

た
。
川
平
成
脚
年
度
保
証
制
度
「
再
講

習
会
」
の
反
省
に
つ
い
て
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(参考）愛知万博のテーマとロゴマーク
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今
後
の
努
力
目
標
五
○
～
六
○

％
の
組
合
員
の
加
入
が
必
要
、
六

○
％
に
す
る
に
は
一
四
○
事
業
所

の
加
入
が
必
要
と
な
る
．
現
在
の

加
入
率
は
四
二
％
と
な
っ
て
い
る

た
め
、
総
べ
て
の
組
合
員
が
一
口

を
限
度
と
し
て
、
更
な
る
加
入
勧

奨
を
推
進
し
、
平
等
の
立
場
で
負

担
を
分
か
ち
合
う
理
念
か
ら
、
委

員
に
再
び
委
嘱
し
、
対
策
を
講
じ

る
案
を
可
決
し
活
動
を
開
始
し
た
。

二
、
全
国
板
金
業
国
民
年
金
基

金
へ
の
加
入
勧
奨
を
促
す
。

現
在
、
日
本
で
は
総
べ
て
の
国

民
が
老
後
の
為
に
、
職
業
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
何
ら
か
の
年
金
制

度
に
強
制
加
入
と
な
っ
て
お
り
、

板
金
業
（
自
営
業
の
家
族
或
い
は

従
業
員
と
そ
の
家
族
）
に
於
い
て

は
国
民
年
金
に
加
入
が
義
務
付
け

と
な
っ
て
い
る
。
（
但
し
法
人
組

織
は
別
扱
い
と
な
る
）
原
則
と
し

て
加
入
は
二
十
歳
か
ら
六
十
歳
未

満
ま
で
が
対
象
と
な
り
、
六
五
歳
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－－ ◇
過
年
度
に
お
い
て
保
証
制
度
の

資
格
取
得
の
為
の
講
習
会
を
次

の
様
に
予
定
す
る
。

実
施
日
９
月
訂
・
肥
日

場
所
岡
崎
技
術
工
学
院

◇
窯
業
系
サ
イ
デ
ィ
ン
グ
施
工
講

習
に
つ
い
て
要
望
が
多
け
れ
ば

実
施
を
検
討
す
る
。

◇
保
証
ス
テ
ッ
カ
ー
（
車
用
）
の

作
成
を
次
回
の
委
員
会
で
検
討

す
る
。

③
保
証
申
請
の
推
進
に
つ
い
て

申
請
事
業
所
数
は
ま
だ
少
な
く
、

組
合
役
員
及
び
委
員
は
率
先
し
て

申
請
し
て
も
ら
い
、
支
部
の
会
合

の
際
に
は
組
合
員
に
申
請
を
強
く

依
頼
す
る
。

か
ら
受
給
資
格
が
得
ら
れ
る
仕
組

み
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
第

一
号
被
保
険
者
と
称
す
、
四
十
年

掛
け
る
と
老
齢
基
礎
年
金
と
し
て
、

月
額
約
六
万
七
千
円
が
一
人
に
支

給
さ
れ
る
事
と
な
る
、
夫
婦
合
せ

て
も
十
三
万
四
千
円
と
な
る
も
、

現
代
の
物
価
指
数
か
ら
試
算
す
る

と
、
月
額
必
要
と
な
る
金
額
は
二

十
七
万
円
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

そ
れ
ら
の
差
額
を
補
う
た
め
の
制

度
、
即
ち
全
国
板
金
業
国
民
年
金

基
金
と
称
さ
れ
て
お
り
、
県
板
厚

生
委
員
会
と
し
て
は
、
年
金
の
上

乗
せ
と
し
て
お
勧
め
し
て
い
る
も

の
で
、
国
が
責
任
を
も
っ
て
運
営

し
て
い
る
制
度
だ
け
に
、
安
心
し

て
加
入
出
来
る
制
度
で
、
老
後
の

ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
営
む
関
係
上
、

大
切
な
資
金
で
あ
る
事
は
言
う
ま

で
も
な
い
。
掛
金
は
組
み
合
わ
せ

式
で
、
好
み
に
よ
っ
て
自
由
に
選

択
が
で
き
、
大
変
有
利
な
も
の
で

す
。
ト
ラ
イ
し
て
み
て
は
／

☆
詳
細
は
、
県
板
事
務
所

窓
０
５
２
１
７
３
２
１
１
２
２
６
番
へ

又
は
全
国
板
金
業
国
民
年
金
基
金

冠
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
は
、

０
１
２
０
１
３
４
１
１
１
６
５
番
へ

さ
て
、
将
来
に
向
か
っ
て
老
後

の
ゆ
と
り
あ
る
設
計
に
と
、
全
板

国
年
基
金
事
務
局
の
指
示
に
よ
り

厚
生
委
員
会
で
は
、
再
び
基
金
の

加
入
勧
奨
を
推
進
し
た
い
と
、
活

動
を
始
め
る
こ
と
と
な
り
、
本
部

よ
り
の
Ｄ
Ｍ
送
付
の
準
備
と
し
て
、

厚
生
委
員
に
よ
り
加
入
者
の
推
薦
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宜
し
く
お
願
い
致
し
た
く
お
知
ら

せ
労
々
、
先
ず
は
委
員
会
報
告
ま

で
沼
淫

旧
年
度
に
続
き
、
皿
年
度
に
も

再
講
習
会
を
１
回
開
催
し
た
が
、

わ
ず
か
虹
名
の
受
講
で
あ
っ
た
。

伽
事
業
所
が
保
証
制
度
の
カ
ン
パ

ン
を
持
っ
て
い
る
割
に
は
受
講
者

が
少
な
か
っ
た
。
未
受
講
者
は
自

主
検
査
が
出
来
な
い
事
に
な
っ
て

い
る
の
で
注
意
し
て
ほ
し
い
。

②
平
成
幅
年
度
の
事
業
計
画
に
つ

い
て

Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

を
頂
く
事
と
な
り
、
案
件
は
可
決

さ
れ
直
ち
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ

の
際
は
ご
支
援
ご
協
力
の
程
を
、

｢テーマ」と「ロゴマーク」を募集

(テーマは、建築板金業に関係を持たせ地球環境に

活かせるものが良い｡）

応募締切：平成15年５月31日

応募先：愛知県板金工業組合事務局

FAXO52-732-1733

盟
顎
唾
侭
‐
餓
齢
皿
盤
瓶
●
篭
襲
嘩
患
侭
砿
豊
熟
執
誠
篭
韓
ふ
き
審
蕊

2005年に開催される全板愛知大会（全国建築

板金業者愛知大会）のキャッチフレーズとなる

５
弾
叫
碑
移
才
品
野
師
町
荏
馳
捗
貴
淵
Ｆ
・
胸
閉
爵
阿
閲
醐
切
削
罰
間
淵
酔
一
両
聞
凶
晒
澗
圃
騨
開
削
卿
．
総
弗
瓢
浬
瀧
拷
引
旭
耗
碗
時
髄
詑
露
部
献
縛
砺
潟
湖
嚇
陶
嚇
漫
雌
蝿
瞬
郡
摺

一
保
証
委
員
会
報
告



第３８１号 板 平成１５年４月１５日（２）

1l1i識識

ま
た
、
今
回
一
名
の
新
入
部
員

㈲
杉
本
板
金
さ
ん
の
従
業
員
佐
藤

一
章
君
が
紹
介
さ
れ
た
。

今
回
は
総
会
の
前
に
笹
戸
カ
ン

ト
リ
ー
で
ゴ
ル
フ
を
二
組
で
楽
し
ん

だ
。

ま
た
、
平
成
過
年
度
の
事
業
計

画
で
パ
ソ
コ
ン
の
勉
強
会
を
４
月

よ
り
土
曜
日
の
夜
に
定
期
的
に
行

う
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。

総
会
終
了
後
、
懇
親
会
が
開
催

さ
れ
楽
し
い
－
時
を
す
ご
し
た
。

豊
田
松
井

論

一
一
一
一
一
涯
菱
琵
一
誰
一
毒
一
難
篠
一
蓑
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
新
設
浸
誕
蓮
宅
一
荊
翻
詩
三

３
月
肥
日
９
時
釦
分
よ
り
、
皿

年
度
の
一
宮
支
部
通
常
総
会
が
一

宮
市
内
の
一
宮
勤
労
福
祉
会
館
で

行
わ
れ
た
。

当
日
の
出
席
者
は
妬
名
で
委
任

状
が
皿
通
で
あ
っ
た
。
小
森
佃
氏

の
司
会
で
進
行
さ
れ
、
ま
ず
服
部

県
板
理
事
が
開
会
の
辞
を
述
べ
、

次
い
で
渡
辺
支
部
長
が
挨
拶
を
し

た
。
湯
浅
伸
明
氏
が
議
長
に
選
出
さ

れ
議
事
に
入
っ
た
。
ｕ
年
度
事
業

報
告
及
び
会
計
報
告
が
さ
れ
、
伊

藤
順
一
氏
か
ら
監
査
報
告
が
あ
り
、

圭
圭
一
萎
奏
韮
韮
塞
圭
圭
一
一

伊
新
役
員

霧

乳

＃
毛

湾
和
議
驚
輝
唾
や

譲幽鑑
|目

略'

内
の
料
亭
『
藤
美
』
に
於
い
て
第

肥
回
の
通
常
総
会
を
開
催
し
た
。

当
日
は
部
員
羽
名
中
別
名
が
出

席
、
ま
た
来
賓
と
し
て
西
俣
西
三

板
金
連
合
会
長
、
親
支
部
よ
り
赤

池
支
部
長
・
福
田
・
松
井
の
両
副

支
部
長
、
会
計
松
井
繁
氏
、
横
山

興
業
㈱
様
よ
り
松
本
収
氏
の
６
名

が
出
席
さ
れ
た
。

部
長
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
の
後
、

西
俣
友
雄
氏
を
議
長
に
選
出
し
、

議
案
審
議
は
ス
ム
ー
ズ
に
行
わ
れ

た
。
本
年
は
役
員
改
選
の
年
で
は

な
い
の
で
前
年
同
様
、
部
長
中
根

圭
介
氏
・
副
部
長
鈴
木
昭
人
氏
。

会
計
伊
藤
武
氏
で
す
。

●
鋸
驚 鵜議溌響溌

鍵

FＪ２

§遜蕊諦篭 こ
の
議
題
は
承
認
さ
れ
た
。

妬
年
度
事
業
計
画
案
も
承
認
さ

れ
た
。
過
年
度
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
県
板
賦
課
金
が
三
百
円
値
上

げ
と
な
っ
た
事
も
あ
り
、
審
議
の

結
果
、
経
費
の
節
約
と
削
減
、
繰

越
金
な
ど
で
賄
い
、
一
宮
支
部
の

組
合
費
は
値
上
げ
を
行
わ
な
い
こ

と
に
な
っ
た
。

役
員
報
告
に
つ
い
て
は
、
技
能
・

技
術
研
究
・
保
証
・
全
板
大
会
実

行
の
各
委
員
か
ら
報
告
が
あ
っ
た
。

来
賓
と
し
て
村
上
県
板
理
事
長

が
出
席
さ
れ
、
全
板
会
館
建
設
負

ｼ趨

し
懇
親
会
風
景

し
あ
い
さ
つ
す
る
中
根
部
長

鍵

灘

理
事
松
本
富
夫

理
事
竹
内
敬
二

以
上
七
人
の
方
々
が
選
出
さ
れ
、

新
た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

新
支
部
長
の
二
村
圭
亮
氏
が
新

役
員
を
代
表
し
て
挨
拶
を
さ
れ
、

諸
先
輩
の
築
い
た
し
ｉ
ル
を
脱
線

さ
せ
る
事
な
く
、
支
部
発
展
の
た

め
に
努
力
す
る
覚
悟
で
取
組
む
と

の
抱
負
を
語
ら
れ
た
。
乞
御
期
挙
吋

引
き
続
い
て
、
県
板
事
業
報
告
、

青
年
部
活
動
報
告
な
ど
が
あ
り
、

最
後
に
献
血
活
動
の
報
告
と
、
優

良
献
血
提
供
者
の
表
彰
が
あ
り
、

受
彰
者
は
一
人
で
蟹
江
将
人
氏
に

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

擬離総

総
会
も
終
盤
を
迎
え
来
賓
と
し

て
出
席
さ
れ
た
村
上
県
板
理
事
長

の
祝
辞
を
頂
き
、
そ
の
中
で
今
日

話
題
に
な
っ
て
い
る
、
全
板
連
会

館
の
建
替
工
事
の
経
過
説
明
と
、

愛
知
県
板
が
二
○
○
五
年
に
誘
致

す
る
、
第
五
十
七
回
全
国
建
築
板

金
業
者
愛
知
大
会
の
成
功
に
向
け

て
組
合
員
の
協
力
の
依
頼
毎
曾
塩

最
後
に
な
る
が
、
商
社
・
メ
ー

カ
ー
を
交
え
て
の
懇
親
会
が
催
さ

れ
、
併
せ
て
商
品
説
明
が
な
さ
れ

興
味
深
く
聞
き
入
っ
た
。
徐
々
に

緊
張
が
ほ
ぐ
れ
、
和
や
か
な
雰
囲

気
の
う
ち
に
、
幕
を
閉
じ
た
。

知
多
岡
戸

§

愛

蕊

小
春
日
和
に
恵
ま
れ
た
、
去
る

三
月
二
十
一
日
㈲
、
東
海
市
勤
労

セ
ン
タ
ー
に
て
平
成
十
四
年
度
知

多
支
部
定
期
総
会
を
盛
大
に
開
催

す
る
事
が
で
き
た
。

ご
来
賓
と
し
て
県
板
か
ら
は
村

上
理
事
長
・
職
業
訓
練
協
会
か
ら

長
谷
川
、
恩
田
両
副
会
長
．
更
に

商
社
。
メ
ー
カ
ー
に
加
え
、
多
く

の
組
合
員
の
出
席
を
頂
い
た
。

先
ず
は
、
神
谷
恒
男
氏
の
司
会

で
開
会
さ
れ
、
蟹
江
重
光
支
部
長

の
挨
拶
の
中
で
、
日
く
．
最
近
の

市
場
は
新
築
工
事
よ
り
、
リ
フ
ォ
ー

ム
の
物
件
が
多
く
、
仕
事
の
量
と

幅
を
増
や
す
た
め
、
板
金
業
界
を

世
間
に
Ｐ
Ｒ
を
充
実
さ
せ
、
知
名

度
の
ア
ッ
プ
が
必
要
と
な
り
、
組

担
金
と
冊
全
板
愛
知
大
会
に
つ
い

て
現
在
ま
で
の
状
況
を
説
明
さ
れ

た
。
総
会
の
休
憩
時
間
を
利
用
し
て

県
板
事
業
の
一
つ
と
し
て
行
っ
て

い
る
高
速
道
路
の
別
納
カ
ー
ド
の

説
明
が
担
当
者
か
ら
あ
っ
た
。

２
時
間
半
に
わ
た
る
総
会
で
あ
っ

た
が
予
定
通
り
終
了
し
た
。
皿
時

釦
分
か
ら
懇
親
会
に
う
つ
り
、
そ

の
席
に
は
愛
知
県
板
金
総
合
職
業

訓
練
協
会
の
羽
柴
会
長
と
井
藤
副

会
長
が
出
席
さ
れ
、
当
協
会
に
対

す
る
協
力
と
訓
練
生
の
募
集
に
つ

い
て
の
要
請
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
は
酒
と
料
理
と
、
ざ
わ

め
き
の
宴
席
が
続
い
た
。一
宮
佐
藤

豊
田
支
部
青
年
部
（
中
根
圭
介

部
長
）
は
、
さ
る
３
月
皿
日
㈹
市

i鱗識 合
が
勧
め
る
責
任
施
行
保
証
制
度

を
積
極
的
に
活
用
し
、
信
頼
を
狸

得
す
る
事
が
生
き
残
る
手
段
で
は
な

か
ろ
う
か
と
の
談
。
引
き
続
い
て
議

案
審
議
に
入
り
、
議
長
に
は
後
藤

啓
介
氏
を
選
出
し
慎
重
な
審
議
が

な
さ
れ
、
今
回
は
役
員
改
選
の
期

に
て
、
選
考
委
員
に
よ
り
新
役
員

の
選
出
を
諮
り
、
更
に
上
程
さ
れ
た

案
も
す
べ
て
可
決
承
認
さ
れ
た
。

◎
新
役
員
は
次
の
通
り

支
部
長
二
村
圭
亮

副
支
部
長
竹
内
腐
幸

理
事
浦
野
利
一

理
事
神
谷
恒
男

理
事
柴
田
勝
治

一
一
一
一
一
一
一
一
豊
母
毒
部
葺
垂
部
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
莞
一
一
一
一
調
一
一
一
一
垣
一
一
一
認
一
一
一
釜
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一



和
そ
の
も
の
で
あ
る
。

次
は
世
界
遺
産
指
定
の
マ
ウ
ン

ト
ク
ッ
ク
国
立
公
園
。
こ
の
日
最

高
の
快
晴
に
恵
ま
れ
へ
リ
コ
プ
タ
ー

で
タ
ス
マ
ン
氷
河
を
眺
め
な
が
ら
国

内
最
高
峰
三
六
五
四
届
の
マ
ウ
ン

ト
ク
ッ
ク
峰
へ
遊
覧
飛
行
。
約
十

分
く
ら
い
で
頂
上
直
下
の
雪
原
に

着
陸
。
素
晴
ら
し
い
白
銀
の
世
界

に
浸
り
周
辺
を
歩
き
回
る
。

翌
日
は
サ
ザ
ン
ア
ル
プ
ス
の
山
々

に
囲
ま
れ
た
湖
畔
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ク

イ
ー
ン
ズ
タ
ウ
ン
に
蒋
諦
毛
ワ
カ
テ
ィ

ブ
湖
畔
の
風
光
明
帽
な
町
で
夏
の

避
暑
地
で
は
人
気
抜
群
と
か
。
特

に
秋
が
深
ま
る
と
ポ
プ
ラ
並
木
の

黄
葉
と
澄
ん
だ
青
空
が
際
立
っ
た

美
し
さ
を
見
せ
る
。
ク
イ
ー
ン
ズ
タ

ウ
ン
は
パ
ン
ジ
ー
ジ
ャ
ン
プ
発
祥
の

地
。
水
面
ま
で
五
○
届
く
ら
い
の

橋
の
上
か
ら
足
に
ロ
ー
プ
を
付
け
て

飛
び
下
り
る
様
は
見
て
い
る
方
が

ぞ
く
ぞ
く
し
て
く
る
。

我
々
一
行
は
ホ
テ
ル
前
の
桟
橋

か
ら
ジ
ェ
ッ
ト
ボ
ー
ト
の
体
験
乗
船

(3)平成１５年４月１５日 板 第３８１号
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「
旅
は
時
間
と
お
金
の
む
だ
使
い
」

と
言
う
輩
が
い
る
。

旅
好
き
か
ら
す
れ
ば
、
何
を
言

わ
れ
よ
う
と
人
に
迷
惑
を
掛
け
て

居
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
構
っ
た
事

で
は
無
い
が
、
よ
く
よ
く
考
え
て
見

れ
ば
お
金
持
ち
の
日
本
国
民
、
趣

味
・
道
楽
。
娯
楽
の
幅
も
広
が
り
、

経
済
大
不
況
の
中
で
も
、
ゴ
ル
フ

に
釣
り
・
パ
チ
ン
コ
・
囲
恭
に
マ
ー

ジ
ャ
ン
・
グ
ル
メ
と
熱
心
で
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
や
家
庭
菜
園

に
粉
を
出
す
な
ら
と
も
か
く
、
旅
が

無
駄
使
い
と
言
う
事
に
な
る
と
ゴ

ル
フ
も
パ
チ
ン
コ
も
す
べ
て
時
間
と

お
金
の
無
駄
使
い
と
な
る
で
は
無

い
か
と
春
爾
と
共
に
半
ボ
ケ
頭
で

思
う
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も

「
旅
心
・
遊
び
心
」
は
日
々
の
心

身
の
糧
で
あ
り
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も

な
る
の
だ
か
ら
余
り
堅
い
事
を
言
わ

識㎡翻擁§審議謡群．

レ
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
の
シ
ン
ボ
ル
・
大
聖
堂

レ
ロ
ト
ル
ア
の
露
天
風
呂

た
。
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
・
土
産
品
店
・

ス
ー
パ
ー
な
ど
何
処
に
で
も
並
ん
で

い
た
が
一
番
安
か
っ
た
ス
ー
パ
ー
で

五
種
類
の
蜂
ミ
ツ
と
ロ
ー
ャ
リ
ゼ

リ
ー
と
プ
ロ
ポ
リ
ス
を
買
い
込
ん

だ
。
蜂
ミ
ツ
が
大
好
き
人
間
の
私

は
、
国
内
で
も
海
外
で
も
蜂
ミ
ツ

を
見
る
と
つ
い
手
が
出
て
し
ま
う
。

と
こ
ろ
で
私
は
海
外
に
出
掛
け
る

時
、
行
先
の
伝
統
文
化
、
食
文
化

に
触
れ
た
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
か
ら
、

日
本
食
は
何
一
つ
持
っ
て
行
か
な

い
。
お
土
産
に
し
て
も
自
宅
用
は

化
粧
箱
の
物
で
は
な
く
袋
物
の
お

菓
子
や
つ
ま
み
類
な
ど
、
そ
の
土

地
汗
狸
特
の
物
を
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
や
ス
ー

パ
ー
で
出
来
る
だ
け
品
数
多
で
音
号

て
来
る
事
に
し
て
い
る
。
う
ま
い
か

う
ま
く
な
い
か
は
食
べ
て
み
な
い
と

分
か
ら
な
い
が
、
旅
先
の
こ
と
を

思
い
出
し
な
が
ら
一
袋
ず
つ
開
け

る
の
も
ま
た
あ
と
ひ
く
旅
ど
こ
ろ
で

あ
る
。日
本
か
ら
約
九
千
キ
ロ
、
南
太

平
洋
の
国
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
。

美
味
し
か
っ
た
牧
場
レ
ス
ト
ラ
ン
の

厚
切
り
ス
テ
ー
キ
と
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
、
洞
窟
内
の
暗
闇
の
中
で

神
秘
的
に
光
る
不
思
議
な
発
光
虫

「
ツ
チ
ボ
タ
ル
」
。
澄
み
切
っ
た
青

空
の
も
と
で
牧
草
を
食
む
羊
の
群

れ
。
愉
快
だ
っ
た
羊
の
毛
刈
り

シ
ョ
ー
。
ア
ル
プ
ス
、
フ
ィ
ヨ
ル
ド
、

湖
、
温
泉
、
そ
し
て
花
花
花
「
地

球
の
箱
庭
」
と
言
わ
れ
る
大
自
然

が
織
り
成
す
自
然
景
観
に
魅
了
さ

れ
た
八
日
間
の
旅
は
ア
シ
と
言
う

間
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

⑧
斎
藤

。

ず
大
い
に
楽
し
み
た
い
も
の
だ
。

早
々
か
ら
脱
線
し
て
し
ま
っ
た

が
、
一
昨
年
秋
か
ら
昨
年
秋
に
か

け
た
約
一
年
間
に
一
一
ユ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
と
中
国
へ
三
回
出
掛
け
た
。
今

年
も
旅
仲
間
達
（
同
業
者
）
と
本

場
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
と
風
車
の
風

景
を
見
に
行
こ
う
と
オ
ラ
ン
ダ
ッ
ア
ー

を
計
画
し
て
い
た
と
こ
ろ
心
配
し
て

い
た
イ
ラ
ク
紛
争
が
始
ま
っ
て
一

時
棚
上
げ
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

南
半
球
に
あ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
の
十
一
月
は
春
の
花
の
季
節
。

南
島
の
ク
ラ
イ
ス
ト
チ
ャ
ー
チ
は
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
第
三
の
都
市
。
市
内

の
一
般
家
庭
は
見
事
に
ガ
ー
デ
ー
ー

ン
グ
さ
れ
庭
園
や
公
園
は
春
の
花

が
咲
き
競
い
、
ゆ
っ
た
り
流
れ
る

小
川
に
は
水
烏
が
泳
ぎ
、
ポ
ー
ト

遊
び
で
は
し
ゃ
ぐ
子
供
達
の
歓
声

が
響
い
て
、
落
ち
着
い
た
街
は
平

識鍵

し
は
し
ゃ
ぐ
遠
足
の
子
供
達

愛

溌
鍵
溌
四
‐

し
マ
ウ
ン
ト
ク
ッ
ク
峰

頂
上
直
下
の
雪
原
に
て

三
○
慨
近
く
ま
で
熱
湯
を
噴
き
上

げ
る
間
欠
泉
は
凄
い
迫
力
で
あ
る
。

ま
た
ホ
テ
ル
の
近
く
に
天
然
温
泉

の
浴
場
が
あ
り
早
速
皆
で
露
天
風

呂
を
楽
し
ん
だ
。
海
外
旅
行
で
温

泉
に
入
れ
た
の
は
初
め
て
の
体
験

で
あ
っ
た
が
、
温
泉
好
き
の
私
は

翌
朝
も
出
掛
け
た
。
大
き
な
温
泉

プ
ー
ル
や
間
仕
切
り
を
し
た
温
度

の
違
う
浴
槽
が
並
び
底
か
ら
プ
ク

プ
ク
と
沸
き
出
し
て
来
る
。
深
い

浴
槽
に
首
ま
で
つ
か
り
な
が
ら
地

元
の
人
た
ち
と
手
振
り
身
振
り
で

裸
の
交
歓
会
は
楽
し
い
ひ
と
と
き

で
あ
っ
た
。
こ
の
街
も
住
ん
で
見
た

い
街
の
一
つ
に
な
っ
た
。

人
間
よ
り
ひ
つ
じ
の
方
が
多
い

こ
の
国
の
名
産
は
羊
毛
製
品
だ
が
、

隠
れ
た
名
産
に
ハ
チ
ミ
ツ
が
あ
る
。

バ
ス
で
移
動
中
に
も
蜜
蜂
の
巣
箱

が
至
る
所
に
見
ら
れ
る
。
先
日
、

日
経
新
聞
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
た

が
、
小
さ
な
白
い
マ
ヌ
カ
の
花
か
ら

採
れ
る
蜂
ミ
ツ
が
成
分
的
に
も
最

高
だ
と
現
地
ガ
イ
ド
が
教
え
て
く
れ
綴

蕊
-.ザ,,“隷埼

》
溌
郡
殿

を
試
み
た
。
川
の
両
岸
が
切
り
立

つ
渓
谷
を
時
速
八
○
肋
の
ス
ピ
ー

ド
で
疾
走
。
ま
る
で
水
の
上
を
飛

ん
で
行
く
感
じ
。
お
ま
け
に
突
然

ス
ピ
ン
を
繰
り
返
し
て
走
り
ま
く
る
。

始
め
は
ビ
ッ
ク
リ
仰
天
、
顔
は
引

き
つ
り
涙
に
鼻
水
は
流
れ
っ
ぱ
な
し
。

そ
れ
で
も
だ
ん
だ
ん
ス
ピ
ー
ド
に
な

れ
て
来
て
ス
ピ
ン
が
凄
く
面
白
か
っ

た
。
ス
リ
ル
満
点
大
成
功
。

翌
日
、
世
界
遺
産
で
国
内
随
一

観
光
名
所
の
ミ
ル
フ
ォ
ー
ド
サ
ウ
ン

ド
で
は
湾
内
を
巡
る
観
光
船
の
船

上
か
ら
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
大
自
然
の

景
観
に
魅
了
さ
れ
た
。

南
島
の
観
光
を
終
え
北
島
の
ロ

ト
ル
ァ
に
移
動
し
て
、
先
住
民
マ

オ
リ
族
の
伝
統
的
な
マ
オ
リ
文
化

に
触
れ
る
。
夕
食
に
は
ハ
ン
ギ
料

理
（
肉
や
野
菜
を
蒸
し
た
料
理
）

を
味
わ
い
な
が
ら
マ
オ
リ
族
に
伝
わ

る
歌
や
踊
り
が
見
ら
れ
る
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
日
本
と
同

じ
火
山
国
で
あ
る
。
中
で
も
ロ
ト

ル
ァ
は
大
地
熱
帯
が
広
が
り
地
上

識
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三
月
二
十
六
日
㈱
午
後
二
時
よ

り
名
古
屋
ク
ラ
ウ
ン
ホ
テ
ル
に
於

い
て
山
善
会
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。

山
善
会
会
長
の
斎
藤
充
昭
氏
が

挨
拶
さ
れ
、
続
い
て
平
成
十
四
年

会
計
報
告
、
賛
助
会
員
自
己
紹
介

及
び
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
Ｐ
Ｒ
、
賛
助

会
員
を
代
表
し
、
タ
ー
ー
タ
ハ
ウ
ジ

ン
グ
ウ
ェ
ァ
主
任
の
渡
辺
和
彦
氏

が
挨
拶
さ
れ
た
。

賛
助
会
員
紹
介

野
水
鉄
興
㈱
、
㈱
カ
ネ
キ
カ
・

ナ
カ
オ
、
㈱
オ
ー
テ
ィ
ス
、
東
洋

化
学
㈱
、
日
鉄
鋼
板
㈱
、
山
大
鉄

商
㈱
、
㈱
タ
ー
ー
タ
ハ
ウ
ジ
ン
グ
ウ
ェ

ァ
、
以
上
。
続
い
て
役
員
が
紹
介

さ
れ
、
総
会
を
終
え
た
。

第
２
部
と
し
て
、
日
鉄
鋼
板
㈱

三
月
五
日
、
津
島
支
部
ゴ
ル
フ

大
会
が
三
重
の
鈴
峰
カ
ン
ト
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
於
い
て
開
催
さ
れ
た
。

山
間
部
で
は
、
前
日
か
ら
雪
が

積
も
り
、
予
定
さ
れ
て
い
た
ゴ
ル

フ
場
が
ク
ロ
ー
ズ
と
な
っ
た
た
め
、

慌
て
て
今
回
の
ゴ
ル
フ
場
に
連
絡

を
い
れ
、
今
大
会
が
行
わ
れ
た
。

今
回
も
問
屋
の
㈱
カ
ネ
ブ
ン
の

専
務
に
参
加
い
た
だ
き
、
寒
い
中

ゴ
ル
フ
愛
好
家
十
名
が
参
加
し
、

楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。

優
勝
早
川
満
さ
ん
津
島
猪
飼

そ

津
島
支
部議

継
掴：

慧
蕊

義

▲スタート前に記念撮影

あ
ら
か
た
の
支
部
で
総
会
が
開

か
れ
た
。
今
年
は
役
員
改
選
が
あ

り
、
新
し
い
役
員
が
決
ま
っ
た
支

部
が
多
い
。

あ
る
支
部
長
が
言
っ
た
。
「
役

は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
と
思
わ
に
や

や
つ
と
れ
ん
」
（
三
河
弁
）

な
る
ほ
ど
、
そ
う
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は

自
ら
進
ん
で
そ
の
道
に
入
る
が
、

役
職
は
自
ら
受
け
る
事
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
皆
か
ら
推
さ
れ
て
、
し

か
た
な
く
引
き
受
け
て
い
る
。

役
を
受
け
た
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
思
っ
て
、
職
務
を
責
任
も
っ

て
き
ち
ん
と
こ
な
す
人
と
、
自
分

の
都
合
を
優
先
し
、
責
任
を
十
分

は
た
さ
な
い
人
が
い
る
。

前
者
の
多
く
の
人
が
、
役
が
終

わ
っ
た
後
で
、
役
を
や
ら
せ
て
も

ら
っ
て
良
か
っ
た
、
と
言
っ
て
い

る
。
仕
事
や
家
族
を
多
少
犠
牲
に

し
た
も
の
の
、
金
銭
で
は
買
え
な

い
何
か
を
得
た
か
ら
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

今
回
決
ま
っ
た
役
員
さ
ん
の
任

期
が
過
ぎ
る
と
す
ぐ
に
砺
全
板
愛

知
大
会
が
あ
る
。
そ
の
成
否
は
次

期
の
役
員
さ
ん
の
一
肩
に
か
か
っ
て

い
る
。

修
総
会
風
景

豊
田
支
部

８
日
第
ｎ
回
役
員
・
班
長
会
Ⅳ
名

加
日
４
役
会
８
名

・
第
卿
回
総
会
に
つ
い
て

ｎ
日
健
康
診
断
（
豊
田
健
康

管
理
ク
リ
ニ
ッ
ク
）

幻
日
青
年
部
親
睦
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
８
名

皿
日
青
年
部
第
躯
回
総
会製
名

明
日
第
卿
回
通
常
総
会

安
城
支
部
賜
日
総
会
巧
名

・
役
員
改
選
他

西
尾
支
部

肥
日
役
員
会
岨
名

・
共
同
購
入
の
申
込

・
技
能
検
定
受
験
に
つ
い
て

・
保
証
制
度
講
習
に
つ
い
て

知
多
支
部

８
日
青
年
部
役
員
会
６
名

叫
日
青
年
部
総
会
出
名

岨
日
第
４
回
役
員
会
肥
名

皿
日
通
常
総
会
帥
名

東
三
支
部

４
日
定
例
会
釦
名

．
Ｍ
年
度
通
常
総
会
の
件

四
日
新
旧
役
員
引
継
会
威
名

鍋
日
会
計
監
査
５
名

妬
日
三
役
会
６
名

羽
日
青
年
部
総
会
咽
名

馳
日
新
旧
三
役
引
継
会
皿
名

県
板
青
年
部

釦
日
第
６
回
幹
事
会

・
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

の
報
告

・
第
塑
回
通
常
総
会
に
つ
い

て

瀬
戸
支
部

８
日
定
例
会
８
名

・
高
速
別
納
シ
ス
テ
ム
の
件

春
日
井
支
部

８
日
月
例
会
咽
名

・
県
板
賦
課
金
の
件
・
他

津
島
支
部
５
日
定
例
会
週
名

・
支
部
旅
行
に
つ
い
て

５
日
第
３
回
ゴ
ル
フ
大
会

鈴
峰
Ｃ
Ｃ
皿
名

犬
山
支
部
巧
日
例
会
ｎ
名

江
南
支
部

晦
日
新
旧
役
員
引
継
会
７
名

岩
倉
支
部

旭
日
月
例
会

・
新
支
部
役
員
の
件

・
尾
張
連
合
会
総
会
の
内
容

西
三
板
金
連
合
会

肥
日
三
役
会
８
名

・
第
１
回
役
員
会
準
備

・
妬
年
度
事
業
計
画
案

岡
崎
支
部

８
日
青
年
部
新
旧
役
員
引
継

今
云

・
焔
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

肥
日
新
旧
役
員
引
継
会

・
役
員
人
事

・
名
簿
の
発
行
に
つ
い
て

・
印
周
年
事
業
に
つ
い
て
他

羽
日
青
年
部
歴
代
部
長
会

・
新
役
員
の
発
表
他

碧
南
支
部

１
日
青
年
部
総
会
及
び
新
年

会
追
名

岨
日
役
員
会
晦
名

・
理
事
会
報
告
他

肥
日
三
役
事
務
引
継
会
６
名

騨石β'

’
３
月
各
支
部
の
動
き

第３８１号

の
西
久
保
博
明
氏
と
川
村
明
夫
氏

に
よ
り
、
簡
単
な
実
験
な
ど
を
ま

じ
え
な
が
ら
自
社
商
品
の
説
明
等

を
行
っ
た
。

中
村
支
部

岨
日
定
例
総
会
過
名

・
役
員
改
選
他

昭
和
支
部

７
日
通
常
支
部
会
Ⅳ
名

・
全
板
連
新
板
金
会
館
建
設

負
担
金
に
つ
い
て

・
県
板
賦
課
金
値
上
げ
に
つ

い
て

・
支
部
賀
値
上
げ
の
件

瑞
穂
支
部
１
日
定
例
会
肥
名

・
支
部
総
会
の
件

・
共
済
保
険
の
加
入
促
進

肥
．
Ⅳ
日
支
部
総
会
過
名

（
山
代
温
泉
）

熱
田
南
支
部

別
日
定
例
会
７
名

緑
支
部
妬
日
集
会

・
健
康
保
険
更
新
の
件

尾
張
板
金
連
合
会

９
日
通
常
総
会
如
名

・
役
員
改
選
・
他

腫
匡
歴
圃

I湊

三
月
二
十
七
日
附
曇
後
雨

三
八
一
号
編
集
委
員
会

広
報
委
員
８
名
出
席

午
後
五
時
半
終
了
高
橋

続
い
て
山
善
会
の
名
物
で
あ
る

山
善
社
長
山
田
将
貴
氏
に
よ
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
ま
じ
え
な
が

ら
講
演
が
行
わ
れ
た
。

終
了
後
、
場
を
移
し
、
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
へ
。
会
場
で
は
、
山
善
社

長
の
愛
娘
が
参
加
す
る
グ
ル
ー
プ

（
プ
ラ
イ
ナ
ス
）
が
曲
を
披
露
し
、

場
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
。
円
卓

を
囲
み
な
が
ら
、
皆
楽
し
い
－
時

を
過
ご
し
た
。

津
島
猪
飼


